
階建て

概 要

明治から昭和初期にかけ、新堀川を中心に工業団地が発展していった堀田地区
は、区画整理と同時に店舗付き住宅が多数建築され、6つもの商店街を形成し
てきた。その中でも角地に建つ建物で隅切り部等に共通の特徴を持つ建物が多
数残されている。
特に本建築は隅切り敷地形状に合わせた総2階建て、隅切り部の入母屋破風飾
り、連続したガラス戸の開口部や欄間などの特徴がよく残され、地域の特徴を
残す代表的な建物である。
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